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要 旨

近年， おしゃれがより過剰になる傾向にあるが， その中には身体の健康に悪影響を及ぼす危険なものも増加していると

言われている。 おしゃれに伴う健康被害は「おしゃれ障害」と呼ばれ， 様々なおしゃれによる実例が報告されている。 本

研究は， 医学および看護を学ぶ医療系女子学生における「おしゃれ障害」 の実態を明らかにすることを目的とした。 A大

学に在学する医療系の女子大学生1~4年生158名を対象に，16項目のおしゃれ内容に関するアンケート調査を行った。

その結果， 医療系女子学生は， 手軽に自分で行うことのできるおしゃれの経験割合が高く， 専門店などのサー ビスが必要

なおしゃれ経験割合は低いことが示され， これは一般の女子学生と同じ傾向であった。 おしゃれ障害で最も高かった項目

は， 「ヘアカラーによる髪の傷み， 頭皮のトラプル」であり， 次に「専門店での体毛処理による皮膚のトラブル」が多か

った。 また， おしゃれ障害は， おしゃれ行為の種類が多いほど発生しやすかった。 医療系女子学生は身体の知識により，

おしゃれによって発生する身体の変化に敏感であること推測された。
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I. はじめに

J

化粧品やアクセサリ ー類，衣服などによって自身を着

飾ること， いわゆる
“
おしゃれ”

をすることは人々の生

活を華やかにし，．自信を与えるものでもある。若い世代

では，カラー コンタクトレンズやヘア ーアイロン， ヘア

カラーなど多くの人が一度は使用経験があり，これらは

適度に使用できていれば支障をきたすものではない。し

かし最近ではおしゃれがより過剰になり，身体に影響を

及ぼす可能性がある危険なものも増えてきている。おし

ゃれに伴うトラブルは総称して「おしゃれ障害」 1)
2) 

3
) と呼ばれ， さまざまなおしゃれによる健康被害が報

告されている。実際に女子学生に生じているおしゃれ障

害は八体毛処理による皮膚の障害・化膿，頭髪の脱色 ・

染毛やパーマ ・ヘア ーアイロンによる髪の傷み・皮膚の

かぶれ， コンタクトレンズの使用による目のトラブルな

どが報告されている。近年では低学年からメイクをする

女子が増加しており見小・中学生から大学生と幅広く

おしゃれ障害が報告されている 2
) 3) 5\ 

看護や医学を学ぶ女子学生は，一般の女子学生よりも

体に生じる障害に対して意識が高いと考えられる。この

ような対象では，おしゃれ障害の体験は一般の女子学生

より低いと予測されるがその実態は明らかでない。そこ

で，本研究では医学および看護を学ぶ女子学生の「おし

ゃれ障害」の実態を明らかにすることを目的に調査を実

施した。

IT. 研究方法

1. 対象および調査期間

A大学に在学する医療系の女子大学生1~4年生

から2016年4月に協力者を募った。 同意が得られた

200名に対して協力者に無記名の質問紙調査を実施

し， 有効回答が得られた158名(79.0%）を対象とし

た。

2. 調査方法

調査は授業後に説明し質問紙を配布， 実施した。

実施後すぐに質問紙を回収し， 授業後に質問紙を提

出できない協力者に対しては回収箱を設置し， 後日

提出してもらった。
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3. 質問紙の内容
1) 基本属性として所属学部・学科， 年齢 ， 身長， 体重
を質問した。

2) おしゃれ障害の内容は先行研究 1) 6) 参考に，頭 髪 ，
爪 ，肌， 体毛 ， アクセサリ ー ， カラー コンタクトレン

ズ， メイク， 衣服から構成され るおしゃれ内容16項

目を作成した。16項目について，（1) おしゃれ行為
経験について 「 なし」 「あり」の中から選択を求め，
さ らに， 「あり」の 者に対して(2)16項目の おしゃ

れ障害の体験について， 「 なし」 「何度か」 「頻繁 」の
中から選択 してもら った。

4. 分析方法
対象者の属性や， おしゃれ行為経験とおしゃれ障害

経験の程度について単純集計を行い，回答の選択肢の

度 数 分布を みた。おしゃれ行為経験16項目について，
「 なし」 ＝ 0点，「あり」 ＝ 1点とし， おしゃれ障害経

験16項目について， 「 なし」＝0点， 「何度か」 ＝1点，
「頻繁 」 ＝2点として点数化し， それぞれの合計点数

を算出 した。おしゃれ行為経験の合計点数とおしゃれ
障害体験の合計点数を Spearmanの順位相関で検討し
た。おしゃれ行為経験の合計点数とおしゃれ障害経験

の合計点数のそれぞれについて，BMIと有意差がある

かを 一元配置分散分析によって判定した。統計処理に

はSPBS ver9.6を用い， 有意水準 5 ％未満を 有意差あ

りとした。

5. 倫理的配慮
研究協力者には研究 目 的と参加は自由意志である

こと， プライバイシーを 保護することを書面と口頭で

説明した。回答は無記名として， 質問紙の提出を もっ
て同意とみなした。

皿 結 果

1. 対象者のプロフィ ール

表1に対象者のプロフィ ールを 示す。 平均年齢
19.4士1.1 歳， BMI20.6士2.7 であり， やせ23 名

(1 4 .  5%）， 標準96名(60.7 %）， 肥満6名( 3.7 %）で

あった。 おしゃれ行為経験合計点数9.9土2. 8, おし

ゃれ障害体験合計点数5.1 士 3.7であった。

2 . おしゃれ行為経験とおしゃれ障害
おしゃれ行為経験の 割合を図 1に示す。 おしゃれ行

為経験が 「あり」と回答 した者によるおしゃれ障害の
体験 割合を図 2に示す。図 2はおしゃれ障害を 「何度
か」及び 「頻繁に」を合わせ， その回答 割合が 高 いも
のから順に並べている。

表 1 対象者のプロフィ ール

項目 Mean 土 SD

年齢（歳）

身長 (cm)

体重(kg)

BMI 

おしゃれ行為経験合計点数（点）

おしゃれ障害の合計点数（点）

19.4 土1 .1 

158. 8土5. 8

51. 9土 7 .9

20.6士2.7

9.9士2. 8

5. 1 士 3.7

おしゃれ行為経験で90％を超える項目は， 「化粧品 ・
保湿乳液」が97 .5%,「ファンデー ションや口紅などの
メイク」 および 「体毛の自己処理」が94 .9%, 「 アクセ

サリ ー 」が94. 3％であった。次 いで ， 「 ヒ ールや足に合
わない靴」 および 「パーマ ・ヘ アアイロン」が 80％以

上， 「整髪料・ワックス」， 「 アイメイク」， 「マニキュア ・

除光液・つけ爪 」が 7 0％以上， 「ヘ アカラー 」， 「薄着や
露出の 多 い服 」が 50％以上であった。比較的 ， 経験が

低かったおしゃれ行為は， 「 専門店での体毛処理」， 「 ニ
重瞼の形成商品」， 「 ヒ° アス」が約20% , 「 カラー コンタ
クト」， 「 つけまつげ ・ まつ毛エクステ」が 1 0％程度で

あった。
おしゃれ障害において最も高かった項目は 「ヘ アカ

ラーによる髪の傷み， 頭 皮のトラブル」であり， 「何
度か」 「頻繁に」を合わせた割合は77 . 8％であった。次

に多かったおしゃれ障害は「専門店での体毛処理によ
る皮膚の トラブル」であり， 「何度か」 「頻繁に」を合

わせた割合は65.9％であった。その次に多かったおし

ゃれ障害は， 「マニキュアや除光液， 付け爪による皮
膚 や爪のトラブル」であり， 「何度か」 「頻繁に」を合
わせた割合は 46.9％であった。逆におしゃれ障害の少
なかった項目は， 「 アクセサリ ーによる皮膚のトラプ

ル」や 「 アイメイクによる目の周りの 皮膚のトラブル」
であり， 1 ％程度であった。

おしゃれ行為経験の合計点数とおしゃれ障害体験
の合計点数を Spearman の順位相関で検討した結果，

有力な正の相関が確認され た (rs =O. 4 0, p<O. 0001 )。
BMI から痩せ ・普通 ・肥満の3群に分け， おしゃれ

の行為経験の合計点数とおしゃれ障害体験の合計点
数のそれぞれについて一 元配置分散分析を行った結

果， 有意差は認めなかった。

w ． 考 察

本研究の おしゃれ行為経験は， 化粧品・保福乳液の使
用やメイク， 自身でできる体毛処理， アクセサリ ーの使
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体毛ここ理除ヨ毛クやイロヒ〗：：：言言三言戸三：／：（：）
ヒー｝レや足に合わない靴

パーマ，ヘアアイロン璽響鄭麟胃醗翠也＇ 9 9認瓢響疇瞬靡：鰈雰悶躙墨響饂瞬醗臨瓢胃 83.5

鵬鴫躙麟瓢疇鸞攀零鴨瓢疇~ ~6. 6 

声鱈麟-饂闘攣疇麟瓢謬攣霧芦攣疇唸~ 7~. 0 

マニキュアや除光液，付け爪睾瞬囀饗躙鱈彎詞疇蓋國麟瞑躙躙匿郷攣鑓噴闘露象謬羞麟塁応I7~. 7 

ヘアカラー閾躙瓢霞卿亨摯躙霞麟躙睾輝瞬諏響鬱疇蒻 6

薄着や露出が多い服麟冥諏響疇噸応置賽倍譴鰤醐麟睾摩謳瓢裏叶 53.；2

専門店での体毛処理（レ ザー処理や永久脱毛など） 説麟薗霊翠素摩睾嘉122.8 

二重まぶた形成化粧品：

>
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カラーコンタクト 塁瞑鰐且` 會、，口I

つけまつげやまつげエクステニ謬謬ぎ謬叶

整髪料，ワックス

アイメイク

図1 おしゃれ行為経験の割合
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図2 おしゃれ障害の割合
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用，ヒ ールや足に合わない靴，パーマ ・ ヘアアイロンな

どの頭髪に関するおしゃれ，などの経験が多く， 専門店

での体毛処理， ピアスやカラー コンタクト， つげまつ げ

やまつ げエクステなど専門店でのサー ビスや購入が必

要なおしゃれは少なかった。 これは， 先行研究とほぼ

同 様の結果！）6)であり， 医学， 看護を学ぶ学生であっ

ても，一般女子学生と同じ傾向のおしゃれを楽しんでい

るといえる。 化粧品， メイク， アクセサリ ー， 頭髪に関

するおしゃれは女子学生でも手軽に自分で行うことが

できるおしゃれ行為であるため，割合が高いと思われる。

専門店でのサー ビスや購入が必要なおしゃれは，高額に

なるため学生にとっては経験しづらく，割合が低いと考

えられる。 しかし， 経験は少なくても専門店での体毛処

理のおしゃれ障害の体験割合は6割以上と，比較的高い

値であった。 先行研究 1 )では， 専門店でのサー ビスが

必要なおしゃれは行為経験の割合，おしゃれ障害の体験

割合ともに低い値であり，本研究とは異なる結果が得ら

れた。 これは，看護や医学を学ぶ女子学生は身体の状態

に関して知識があり，皮膚の状態の変化に気付きやすく，

一般的な女子学生よりも自分自身の体の観察力が高い

ために，わずかな皮膚のダメー ジを敏感に察知し， 専門

店での体毛処理のおしゃれ障害の体験割合が高くなっ

たと考えられる。

ヘアカラーの経験割合は，おしゃれ項目の中では決し

て高い順位ではないが，おしゃれ障害の中では「何度か」

「頻繁」を合わせて 77.8％と最も高い割合となっている。

女子中学生や女子高生のおしゃれの情報源として雑誌

が挙げられ，あこがれの的のモデルは髪を染めた者達が

多く， いわゆる 「茶髪志向」が高まっている見しかし

実際には中学校や高校は規則があるために髪を染める

ことなどは難しい。 よって多くの「茶髪志向」の女子中

高生が大学生になったときに念願のヘアカラーを行い，

それによるトラブルが多く生じているのではないかと

考えられる。

ファンデーションや口紅などのメイク，ヒ ールや足に

合わない靴は，経験が高いおしゃれ行為であり，おしゃ

れ障害も約4割近くと 比較的高い発生率である。しかし，

化粧品や乳液，剃毛の自己処理， アクセサリー，アイメ

イクも経験の高いおしゃれ行為であるが，おしゃれ障害

の体験割合となるとそれほど高くはなく， アイメイク，

アクセサリーでは1割程度である。おしゃれ障害の発生

頻度は，多くの女子学生が経験しているおしゃれだから

高いというわけではないと考えられる。

本研究では，おしゃれ行為経験の合計点数とおしゃれ

障害体験の合計点数は有力な正の相関が確認された。お

しゃれ行為経験の種類が多いほどおしゃれ障害を体験

しているといえる。 先行研究 1 )においても 様々な種類

のおしゃれ行為を楽しんでいる学生ほど，多種類の健康

被害に遭遇している。 おしゃれ行為に関心がある者は，

おしゃれをすることに積極的であり，様々なおしゃれを

併用していることに加え，頻繁におしゃれをしているた

め，必然的におしゃれ障害を体験する頻度が高くなって

いると考えられる。おしゃれ障害は，おしゃれを重複し

て行う状況によって， 発生しやすくなるといえる。

若い女性には「『美』は盛る」「体重は削る」という意

識が強い 8) と言われており， 体型が痩せている者は，

より多くのおしゃれを行っているのではないかと予測

していた。 しかし， BMIとおしゃれの行為経験の割合

おしゃれ障害体験ともに明らかな関係はみられなかっ

た。現在はふくよかな女性を対象としたファッション雑

誌やファッションブランドがあるなど，様々な体型に合

ったおしゃれな衣服アクセサリー，靴などが販売され，

メディアでt青報を得ることができるため，体型に関係な

くおしゃれを楽しんでいると考えられる。

本研究から， 医療系女子学生のおしゃれの行為経験は，

手軽に自分で行うことのできるおしゃれが高く，専門店

などのサー ビスが必要なおしゃれは少なく，一般の女子

学生と同じ傾向であった。 また， おしゃれ障害はおしゃ

れ行為の種類が多いほど発生しやすいと考えられた。医

療系女子学生は身体の知識により，おしゃれによって発

生する身体の変化に敏感であることが推測，示唆された。
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